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1. 概要 

「燃料集合体の耐震性についての計算書」で実施している崩壊熱除去可能な形状の維持及び燃

料被覆管の閉じ込め機能の維持に関するスペーサ間及びスペーサ部の燃料被覆管応力評価におけ

るモンテカルロ法による統計処理について説明するものである。 

 

2. 燃料被覆管応力評価におけるモンテカルロ法による統計処理について 

燃料被覆管応力評価におけるモンテカルロ法による統計処理の概要フローを図 2－1に示す。

モンテカルロ法による統計処理では，入力変数に公称値と標準偏差を定め，一回の試行ごとに統

計的分布に従った入力データセットを乱数により作成し，応力設計比を求める。本試行を繰り返

すことで応力設計比の統計的分布を求め，95％確率上限値が 1以下であることを確認する。 

 

図 2－1 モンテカルロ法による統計処理の概要フロー 


